
だんだんと気温も高くなり、夏が近づいてきました。夏といえば、夏休み！夏休みにはいつもの学校生活に比

べ、余裕がもてます。つまり、何かに挑戦する時間がたくさんあります。読書感想文や調べる・伝える学習コン

クールなど、調べることやまとめること、読書をすることを通して、自分をさらに成長させましょう。

★ 第６８回 青少年読書感想文全国コンクール

今年も読書感想文の季節がやってきました。中学生は原稿用紙５枚（2000 字）の字数でまとめます。書くと

きのポイントは、 

 １．あらすじばかりの作品にしない。 

 ２．自分の実生活や実体験等に関連づけて書く、または、自分の考えや思いに結び付けて書くとよい。 

 ３．読み手の興味関心を引き付けるような出だしの工夫をしている。 

 ４．自分の（または社会の）明るい未来へつなげている。またはこれからの自分に生かそうとしている。 

などです。 

課題図書の案内とあらすじを少し載せます！参考にして、是非課題図書で読書感想文を書いてみよう！

○ 『セカイを科学せよ！』 講談社\1,540  安田夏菜 著  

いろんな思いをもって活動している科学部に、次々とトラブル発生！日米ルーツの転入生をめぐり、いろんな

生徒、先生のさまざまな考え方が交差する！⇒いろんな視点で感想文が書ける作品だと思います！

○ 『海を見た日』     鈴木出版\1,760  M・G・ヘネシー 作 杉田七重 訳 

「家族」って何だろう？アメリカの里親制度を取材して、描かれた作品。登場人物の気持ちが交互に描かれ、

ストーリーが進む。あなたは、誰に話しかけたくなる？日本でも話題になっている「ヤングケアラー」にも注目！

○ 『江戸のジャーナリスト 葛飾北斎』  国土社\1,540  井出留美 著 

日本より先に葛飾北斎の魅力を見出したのは…ロシア！葛飾北斎はなんだか浮世絵という芸術ですごい人っ

てのはわかるけれど、それ以外は…？！そんな葛飾北斎のヒミツを教えてくれます。栗と葛飾北斎の関係もわか

ります！

さあ、読書に親しむ「夏」にしよう！

★ 第１０回 調べる・伝える学習コンクール 

記念すべき第１０回は、豊田市名誉市民の藤嶋 昭先生をお招きして審査されます。調べる・伝える学習コンク

ールでは、身近な「なんで？」を見つけ、図書館などで調べ、まとめることで、すばらしい達成感を味わうこと

ができます。みなさんの成長に役立つこと、間違いなしです。この取組のために、豊田市中央図書館では、応援

講座を無料で開催しています。（応援講座一覧とチラシの紹介は裏面にあります）この機会にぜひ、参加してみて

はどうでしょうか。いずれも、先着順や抽選等で募集を受け付けていますので、チラシが欲しい人は、  先生

が持っています。興味がある人は、  先生までチラシが欲しいと伝えてください。チラシは図書室にも置いて

おきますので、そちらからも取ってみてよいですからね☆ 
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コンクール要項

応援講座 興味があれば、 先生にチラシが欲しいと言ってください
図書室にも置いておきますね


